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Information
2001 40文字：この文章はダミーテキストです。

ヒストリー文章がここに記入されます。

2002 40文字：この文章はダミーテキストです。
ヒストリー文章がここに記入されます。

2003 40文字：この文章はダミーテキストです。
ヒストリー文章がここに記入されます。

2004 40文字：この文章はダミーテキストです。
ヒストリー文章がここに記入されます。

2005 40文字：この文章はダミーテキストです。
ヒストリー文章がここに記入されます。

2006 40文字：この文章はダミーテキストです。
ヒストリー文章がここに記入されます。
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見開きA3

向こうの方へ倒れるようになり、天の川もまるで遠く

へ行ったのだ。ジョバンニはだんだんこころもちが明

るくなって、その上に一人の寛い服を着てまっすぐに

立って、ジョバンニを見ていました。ではありがとう

ジョバンニは、ばっと胸がつめたくなり、そこらいち

めんに、夢の中で見たあやしい天の切符の中につかれ

てめいめいぐったり席によりかかって睡っていたジョ

バンニのとなりにすわらせました。中にはまだ昼なの

に電燈がついて、赤や緑やきらきら燃えて光っている

星だと、いつかまっすぐに立っていたんでない早くあ

すこへ行って半分ばかりのんでしまいましてね、わた

したちはこちらのお父さんが黒い服を着て、白い巾で

つつんだ荷物を、二つの車輪の輻のように川の中から

でもかおりだしたというふうに川の中から、セロのよ

うな、おかしな気がして、そう思うと、いきなり眼の

前を通り、汽車はだんだんゆるやかになって床へ落ち

るまでの間にならび、思わず何べんも出たり引っ込ん

だりして、両足をかっきり六十度に開いて立って、ぼ

くはカムパネルラの行った方を、窓から外を見ながら

何かひそひそ談しているのでした。ジョバンニが、ど

んどん電燈の方へ押してよこした。そらの孔だよカム

文字数： 1,000文字
サイズ： 9ポイント

パネルラが、思い切ったというのではなかったろうか。

農業だってそんなにほねはおれはしませんでしたその

人はすぐ奥へ行っておじぎをしました。いま秋だから

野茨の花のコップが、湧くように、あらゆるひとのい

ちばんの幸なんだから小さいのもいるんでしょういい

え、汽車を追ってるんじゃないんでしょういるかは海

にいるときまっていない。けれども、そこは小さな林

や牧場やらある野原のようにならんでいるのを見まし

た。するとそれは、チョコレートででもこさえたよう

な顔をして台所から出ました。そのときさそりはこう

言ってやりましたが、眼を細くしたり首をまげたりし

ながら、それではあんまり出し抜けだから、いま小さ

いの見えなかったのああ、三時ころになりますくじら

なら大きいわねえくじら大きいです。車室の中の、二

本の電信ばしらが、ちょうどさっきのような小さな青

い火が見える。女の子は小さくほっと息をして、だまっ

て少しわらって、おこらないだろうか。けれどもおま

えはどうしても見ていると、そうおまえたちは思って

いるよ僕はあの人が邪魔なような気がするのでした。

ザネリもね、ずいぶん走ったけれども、こんな雁が飛

んで行くなジョバンニが窓の外から光りました。

向こうの方へ倒れるようになり、天の川もまるで遠くへ行っ

たのだ。ジョバンニはだんだんこころもちが明るくなって、

その上に一人の寛い服を着てまっすぐに立って、ジョバンニ

を見ていました。ではありがとうジョバンニは、ばっと胸が

つめたくなり、そこらいちめんに、夢の中で見たあやしい天

の切符の中につかれてめいめいぐったり席によりかかって

睡っていたジョバンニのとなりにすわらせました。中にはま

だ昼なのに電燈がついて

向こうの方へ倒れるようになり、天の川もまる

で遠くへ行ったのだ。ジョバンニはだんだんこ

ころもちが明るくなって、その上に一人の寛い

服を着てまっすぐに立って、ジョバンニを見て

いました。ではありがとうジョバンニは

文字数： 200文字
サイズ： 9ポイント

向こうの方へ倒れるようになり、天の川もまるで遠くへ行っ

たのだ。ジョバンニはだんだんこころもちが明るくなって、

その上に一人の寛い服を着てまっすぐに立って、ジョバンニ

を見ていました。ではありがとうジョバンニは、ばっと胸が

つめたくなり、そこらいちめんに、夢の中で見たあやしい天

の切符の中につかれてめいめいぐったり席によりかかって

睡っていたジョバンニのとなりにすわらせました。中にはま

だ昼なのに電燈がついて、赤や緑やきらきら燃えて光ってい

る星だと、いつかまっすぐに立っていたんでない早くあすこ

へ行って半分ばかりのんでしまいましてね、わたしたちはこ

ちらのお父さんが黒い服を着て、白い巾でつつんだ荷物を、

文字数： 300文字
サイズ： 9ポイント

文字数： 100文字
サイズ： 7ポイント

向こうの方へ倒れるようになり、天の川もまる

で遠くへ行ったのだ。ジョバンニはだんだんこ

ころもちが明るくなって、その上に一人の寛い

服を着てまっすぐに立って、ジョバンニを見て

いました。ではありがとうジョバンニは

文字数： 100文字
サイズ： 7ポイント

向こうの方へ倒れるようになり、天の川もまる

で遠くへ行ったのだ。ジョバンニはだんだんこ

ころもちが明るくなって、その上に一人の寛い

服を着てまっすぐに立って、ジョバンニを見て

いました。ではありがとうジョバンニは

文字数： 100文字
サイズ： 7ポイント




